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 筆者は、関西外国語大学留学生別科にて 2008 年秋学期（9 月～12 月）より新た
に設けられた中級後期会話クラス（日本語会話 5: Spoken Japanese 5、以下、SPJ5）
のメインテキスト開発を単独で行い、引き続き、中級前期会話クラス（日本語会話
4: Spoken Japanese 4、以下、SPJ4）のメインテキスト開発プロジェクトチームにも
参加し、中級日本語会話教科書の作成にここ数年携わって来た。2008 年の時点で中
級レベルでの日本語教科書の開発に携わるのは初めてであったが、それ以前、コミ












































































































































「教室会話の典型といわれる I (Initiation 切り出し) 、R (Response 反応)、 E 






































 ジョン（留学生）   ：あ、うちの窓（が）、開いて（い）るよ！ 
 みか（日本人の友人） ：あ、ほんとだ。 





































そうにない ③～なら～たらどう ④～め（形容詞語幹＋め） ⑤～方（動詞普通
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会話     ：各課、短い談話形式のモデル会話が 4 つから６つ 
単語・表現  ：モデル会話ごとに新出単語リストと英訳、例文 
文法・文型  ：文法説明と例文 
文法・文型練習：文法項目ごとに対話形式の文完成練習 
























では strong (side)/weak (side)と表現するが、日本語ではコーヒーは「強め／弱め」で








1.  ジョン: iPhone5 は、iPhone4 と比べて、どうなった？ 
  けんじ: ああ、ちょっと、        になったそうだよ。 
                    
2.  寮の日本人学生: ゆでたまご (boiled egg)、作るけど、食べる？ 
  レベッカ   :  うん、食べる！ 
            ちょっと         にしてくれる？ 
             
3.  びようし： 今日のヘアカットは、いかがなさいますか？ 
  マリア ： そうですね…。 
        から、     に切ってもらえますか。 
 
4.  ゆうじ： 肩（かた）、マッサージしてあげようか？ 
 ジョン：  ほんと？ ありがとう！ あ、あ、ちょっと待って、いたいいたい！ 
強（つよ）すぎるよ。もうちょっと      にしてよ。 
 
5．Host mother: クリス、ごはんはどのくらい食べる？ 
  クリス  ： あ、今日はたくさんランチを食べたから、 













濃（こ）い：dense, dark（色）, rich/strong (味 あじ) ⇔ 薄（うす）い：flat, light, mild, 
weak 
   A: コーヒー、好き？ 
   B: うん。（strong side:         ) のエスプレッソが大好きだよ。 
   A:  へぇ、そうなんだ。じゃ、ドリップコーヒーは？ 




（コーヒー・こうちゃ・スープ etc）は、こいめがいい？ うすめがいい？  
                    
２. 寮のキッチンで日本人学生と話す 
固（かた）い：hard, stiff ⇔ 柔（やわ）らかい：soft, tender, spongy 
 
    A: スパゲティ、作るけど、固めが好き、柔らかめが好き？ 
   B:  あ、（             ) でおねがい。 
    A: オッケー。じゃ、少し（      ）にするね。 
 
  Question: クラスメートに聞きましょう。 



























ので、Windows Medea Player で簡単に見せることができる。また、コンピューター
に内蔵されている 「Windows Live ムービーメーカー」というソフトを使えば簡単









































れなかった。学生のコメントとして、「Dialogue shadowing helped a lot with fluency.」
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「The in-class videos were entertaining and helpful.」「The instructor always find the way 
to help us speak as much as possible to practice in class and outside.」「The course was well 
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